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3

・
5
日

(祭
)

「
ピ
ラ
ー
ル
・
ロ

ペ
ス

・
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
バ
レ
エ
団
』

関
西
シ
ン
ホ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の

演
奏
で
3
日
は

「
恋
の
魔
術
師
」
5

日

「ボ
レ
ロ
」

(
ラ
ペ
ル
作
曲
)
な

ど
十
曲
余
り
。
主
催
は
朝
日
学
生
膏

協
大
阪
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
ホー
ル
で

2
時
か
ら
。

5
・6
日
へ金
・土
)

映
画
会
「臼

夜
」
映
画
部
主
催
の
優
秀映
画
再
撮

影
、
西
部
講
堂
で
一時
か
ら
四回
。

料
金
三
十
円
。

荒
木
選
手
を
逞
る

ロー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に出
場
す
る
馬

術
チ
ー
ム
の
荒
木
雄
豪選
手
の壮
行
会

が
三
十
日
午
後
一時
か
ら
楽友
会
館
で

行
な
わ
れ
た
。
横
浜
か
ら
ジ
ェノ
バ
に

向
か
う
途
中
、神
戸
に
寄
っ
た
も
の

で
、
壮
行
会
に
は
、
総
長
そ
はじ
め
馬

術
部
長
、
体
育
会
会
長、
幹
ψな
ど
が

出
席
し
鵜

台前

吉

田

、文

、理

で

ス
ト
決

行
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職
組
、生
協
、円
山
集
会
に
参
加

四
月
二
十
六
日
の
新
安
保
阻
止
全
国
統
一行
動
は
、
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
識
の
国
会
請
願
と
な
ら
ん
で
全
国
各
地
の
全
学
連
の
学
生
た
ち
が
ス
ト
ラ
イ
キ
.

デ
モ
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
申
心
地
東
京
で
は
国
会
へ
む
け
行
動
を
は
じ
め
た
六
千
人
の
デ
モ
隊
が
警
官
隊
と
衝
突
、
五
十
人
に
お
よ
ぷ
重
傷
者
、
十
七
入
の
逮

捕
者
を
出
し
、
激
し
い
混
乱
を
く
り
か
え
し
た
。
京
都
で
は
京
大
の
吉
田
分
校
、
文
学
部
、
理
学
部
な
ど
が
き
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
、
問
題
の
時
計
台
前
集
会
に

は
京
大
生
お
よ
そ
千
五
賞
人
が
結
集
、
大
学
側
の
集
会
不
許
可
を
無
視
し
て
正
午
か
ら
一時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
集
会
を
つ
づ
け
、
東
山
通
り
を
デ
モ
の
後
円

山
公
園
で
府
学
連
の
安
保
阻
止
大
会
に
参
加
し
、

「四
・
二
六
国
会
デ
モ
支
持
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

「学
内
民
主
化
」
を
も
訴
え

四
・二
六
ス
ト
全
学
案
行
委
員
会

は
、
四
月
二
十
四
屓
4。後
一時
西
部
講

堂
で
約
颪
五
十
人
の活
動
家
を
集
め

て
、
吉
田
分
校
の
学
生
大
会
を
ど
こ
で

や
る
か
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
い
か
に
行
う

か
、
と
い
う
問
題
を
申
心
に
、
二
十
五

日
、
二
工
ハ日
の
戦
術
が
討
議
さ
れ
、

こ
の集
会
に
お
い
て
吉
田
分
校
の
学
生

大
会
を
西
部
食
窒
に
お
い
て
開
く
と
い

う
戦
術
転
換
が
決
定
さ
れ
た
。
二
十
五

日
は
早
朝
か
ら
分
校
、
各
学
部
自
治

会
が
学
生
大
会
参
加
を
呼
び
か
け
を行

い
、
予
足
さ
れ
た
学
生
大
会
は
す
べ
て

成
立
し
た
。

学
生
大
会
を
無
条
件
で
開
か
せ
るよ

・う
大
学
側
に
要
求
し
て
二
十
日
から

連
日
す
わ
り
こ
み
を
続
け
て
注
目さ

れ
てい
た
吉
田
分
校
の
学
生
大
会
は

三時
四
十
分
涯
部
食
堂
を
き
っ
しり

う
ず
め
て
開
か
れ
、
坂
根
委
員
艮
の

情
勢
報
告
に
軌
い
て
①
四
。二
六
を

スト
ラ
イ
キ
に
の
っ
と
っ
た
時
翫台

前
全
学
生
集
会
で
成
功
さ
せ
る
②五

。
一〇
.得度
ス
ト
ラ
イ
キ
③
全
学連

園
会
デ
モ
無
条
件
支
持
の
三
つ
の提

案
が
行
わ
れ
た
。
四
・二
六
ス
トラ

イ
キ
案
は
、
賛
成
五
〇
四
、
反
対八

五
、保
留
二
一で
可
決
、
つ
づ
い
て

五
・
一〇
再
度
ス
ト
ラ
イ
キ
、全
学

連
国
会
デ
モ
無
条
件
支
持
案
が満
場

一致
で
採
択
さ
れ
た。

一方
法
.工
向
学
部
を
の
ぞ
く
各学
部

で
は
、
昼
休
み
を
利
用
し
て
学
生大
会

が
開
か
れ
、
無
条
件
で
学
生
大
会
を開

い
た
理
学
部
は
賛
成
一一=
、
反
対
七

保
留
九
、
経
済
学
部
は
縦
成
一
一〇
、

反
対
二
七
、
保
留
二
六
で
そ
れ
ぞれ

ス
ト
ラ
イ
キ
、
全
日
授
業
辞
退
を
決
麟

し
た
。
ま
た
文
学
部
は
学
友
会
規
約附

帯
条
項
の
ス
ト
規
定
条
項
を
け
り
、賛

成
五
八
、
反
対
十
九
、
保
留
二
一で
ス

円
山
集
会

時
謝
台
前
集
会
は
四
月
二
十
六
日午
前

十
一時
四
十
五
分
、
時
計
台前
に約
千

へ

五
臼の
学
生
を
集
め
て
開
か
れ
た。
大

学
側
は
学
部
長
会
議
そ
の
他
で
、
こ
の

集
会
を
つ
い
に
許
可
し
な
か
っ
たが
、

京
大
同
学
会
は
予
足
通
り
集
会
を強

行
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
闘争
以
来十
年ぶ

り
の
時
計
台
前
集
会
と
な
っ
た
。正
門

付
近
に
は
学
生
部
長
の
名
で
「時
計
台

前
集
会
は
認
め
な
い
。
た
だち
に解
散

せ
よ
」
と
の
た
て
ふ
だ
が
立
てら
れ
、

芦
田
学
生
都
長
、
補
導委
員
上
野
照
夫

教
養
部
教
授
、
角
南
学
生
課長
らも
大

会
の
な
り
ゆ
き
を
見
守
っ
て
い
た。

野
口
修
同
学
会
委
員
畏
(文
三
)
は

十
一時
五
十
分
同
学
会
宣
伝力
1
の

上
に
立
ち
「大
学
当
局
は騒
音
をお

嚢
蝦
毅
姉譲
磐

主
流
、反
主
流

る

上
フイ
キ
を
決
議
し
、
医
学
部
は
授
業

放
棄
を
六
三
(全
日
)
一九
(半
日
)

一一八
へ放
課
後
)
保
留
五
、
反
対
=

で全
日
授
業
辞
退
を
、
教
育
学
部
は
賛

成
五
四
、反
対
一、保
留
二
で
全
員
時
計

台
前
集
会
を
決
議
し
た
。
ま
た
同
日
宇

治
分
校
で
も
、
大
学
能
集
会
を
み
と
め

な
い
ま
ま
約
三
百
五
十
人
が
宇
治食
堂

にあ
つ
ま
っ
て
非
合
法
集
会
を
開
き
、

時
計
台
前
全
学
生
集
会
参
加
を
決
議
し

た
。

が
対
立

非
民
主
的
な
勢
力
を
撤
廃
し
よ
う
。

安
保
阻
止
の
た
め
に
今
日
こ
そ
全
国

の
学
生
と
共
に
立
ち
、
わ
れ
わ
れ
の

主
張
を
訴
え
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
北
小
路
敏
府
学
連
委
員
畏

(経
囚
)
が
全
学
逮
と
府
学
連
の
立

場
か
ら
、
東
大
駒
場
、
東
北
大
な
ど

4

全
国大
学
の
う
ち
ス
ト
に
は
い
った

大
学
の状
況
を
説
明
し
た
の
ち、
「

今
日
の総
決
起
の
頂
点
で
あ
る
東京

の学
生
た
ち
は
国
会
デ
モ
で
た
た
か

っ
てい
る
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
を京

都
から
支
持
し
よ
う
。
こ
れ
か
ら
も

重
大
な
事
態
に
あ
っ
て
は
、
京
大
の

シ
ンボ
ル
で
あ
る
時
計
台
前
に
結
集

し、
強
い訴
え
を
お
こ
そ
う
」
と
述

べさ
か
ん
な
拍
手
そ
う
け
た
。

こ
の間
ハ
宇
治
か
ら
貸
切
り
バ
ス
で
到

着
した
宇
沿
分
校
生
や
昼
休
み
の
大
学

事務
員
、
生
協
関
係
者
た
ち
が
ぞ
く
ぞ

く
時計
台
前
を
う
め
つ
く
し
、
大
会
は

安保
闘争
で
最
大
の
も
り
あ
が
り
を
み

せ
た.
大
会
宜言
を採
択
し
た
の
ち
、
「大

会
当
局
は、
時
計
台
創
集
会
に
よ
っ

て
不穏
な
箏
態
が
お
こ
る
と
餅
告
し

たが
、
わ
れ
わ
れ
は
整
然
と
集
会
を

お
こ
な
った
」
と
の
発
一脅が
あ
っ
て

参
加
者全
員
は歌
声
を
あ
げ
な
が
ら

午
後
一時
半
デ
モ
に
入
っ
た
。

府
学
連
の安
保
改
定
阻
止
全
京
都
学

ボ
ー
ト
部

オ
リ

ン

ピ
ッ
ク
予
選

へ

ボ
ー
ト
の
オ
リ
ンピ
ック
予
選
が
五

月
七
、八
の両
日
、埼
玉県
の
戸
田
コー

ス
で
行
な
わ
れ
る
。
ヘル
シ
ン
キ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
予
選
の
決勝
で
一尺
豊
で
慶

応
大
に
敗
れ
て
か
ら、
ロー
マ
め
ざ
し

て
練
習
を
続
け
て
き
た京
大
ポ
ー
ト
部

は
、
エ
イ
ト
と
フ
ォ
7
のク
ル
ー
を
送

る
。エ
イ
ト
は
昨
年
十
一月
に
新
ク
ル
ー

を
編
成
、
三
月
か
ら本
格
的
練
習
に
入

っ
た
が
、
練
習
期
間
は他
大
学
よ
り
短

か
く

四
月
初
め
に
はク
ル
ー
の
大
半

が
流
感
に
や
ら
れ
たり
し
て稠
子
は
出

し
切
れ
て
い
な
い。
四
月
初
旬
に
戸
田

と
瀬
田
川
で
行
な
われ
た
診
断
会
で
の

結
果
を
比
較
す
ると
、
東
北
大
、
一ツ

橋
大
、
東
大
、慶
大
が
強
く
、
京
大
は

関
西
で
は
一位
だが
、
関
東
ク
ル
ー
よ

り
少
し
落
ち
る
。
し
かし
調
子
は
し
り

上
万
に
上
っ
て
おり
、最
後
の
戸
田
で

の
練
習
で
ど
れ
だ
け追
込
め
る
か
に
か

か
つ
て
い
る
。

生
決
起
集
会
は
、
三
時
半
から
円
山
音

楽
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た。
約
三
千
五
百

人
の
学
生
が
あ
つ
まり
、
各
大
学
の
活

動
報
告
の
あ
と
「再
度五
月
十
日
の
安

保
粉
沸
ゼ
ネ
ス
ト
を」
な
ど
十
三
の
ス

ロー
ガ
ン
を
採
択
し
、五
時
半
お
わ
っ

た
。
府
立
医
大
か
ら
は
、と
く
に
、
来
年
度

か
ら
の
入
学
金
五
借値
上
げ
(二
力
円

か
ら
十
万
円
O

に反
対す
る
提
案
が

あ
り
、
こ
れ
を
ス
ロー
ガ
ン
に
加
え

て
、
「五
・
一〇
ゼ
ネ
ス
ト」
、
「四

・
二六
国
会
デ
モ
支
持
」、
「岸
内
閣

打
倒
」
、
「南
朝
鮮
の
学
生
支持
」
、

「弾
圧
か
ら
全
学
連
を
守
れ
」な
ど
を

一括
採
択
し
た
。
こ
の
時
立
命
大
経
済

学
部自
治
会
は
採
択
の
方
法
に
疑
義
が

あ
るか
ら
、
五
・
一〇
ゼ
ネ
ス
ト
に
つ

い
て
は別
に採
択
す
る
よ
う
提
案
し
た

が
、議
長
が
再
度
拍
手
で
の
確
認
を
も

と
め
"満
場
一致
"
で
確
認
し
ま
し

た
、
と
の
べた
の
で
、
立
命
大
の
席
か

ら
ヤ
ジが
と
ん
だ
が
、
無
購
大
会
質
警

朗
読
に
う
っり
、
五
時
半
お
わ
っ
た
。

こ
のあ
と五
時
半
か
ら
府
民
大
会
が
ひ

ら
か
れ
京
大
職
組
、
生
協
、
大
学
院

学
生
な
ど
も参
加
し
た
。

13

日

に
統

一
行

一方
フ
オア
は
こ

の
冬
に骨
折
で
メ
ン

バ
ー
が
一人
変
つた

が
、艇
速は
昨
秋
よ

り
出
てお
り
、
撃
決

勝
に
は
く
い込
め
る

も
よ
う
。

同
学
会
、全
学

ス
ト
を
提
起

四
月
二
十
九
日
東
京
で
開
か
れ
た
第
二十
三回
全
学
連
臨
時
中
央
委
員
会
は
「五
月
十
三
日
に
新
安
保
阻止
の

た
め
、
大
学
ゼ
ネ
ス
ト
を
う
ち
、
国
会
デ
モ
の後
国
会
構
内
で抗
議
築
会
を
ひ
ら
く
」
と
い
う
方
針を
五
八
対
五

で
可
決
し
た
。
こ
の
方
針
は
衆
議
院
に
お
け
る
安
保
審
議
の
打
ちき
り
が
五
月
の
中
旬
に
な
る
も
の
とみ
て国
会

審
議
を
見
あ
わ
せ
た
柔
軟
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
京
大
で
は
三十
日
の同
学
会
代
議
員
会
で
こ
の
方
針
を支
持

し
、
十
三
日
の
全
学
ス
ト
を
提
起
す
る
もよ
う
。
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一
宇
治
分
校
通
信
員
に
採用

　

伊
醸
廻
之
(経
一)
内
山
勝
利

(文
一)
川
村
明
(法
一)
二森

茂゚
輔
(法
一)
山
田
知
司
(理

一
一)
山
本
雅
弘
(法
一)

　昭和三+五難

論
聞焦

顯
四
月
二
十六
日
、

全
国
の
学
生が
新

安
保
阻
止
に
立
ち

あ
が
つ
た
。
南朝

鮮
で
は
学
生
を
中

京
大
教
官
、国
会
へ
請
願

京
大
各
学
部
の
教
授
、
助教
授
の有

志
に
よ
る
「新
変
保
条
約
を国
会
が
承

認
さ
れ
な
い
よ
う
」
と
の請
願警
の
暑

名
は
十
一日
以
来
ぞく
ぞく
ら
の
故
を

ま
し
て
い
た
が
、
京大
全
教
官
数
の
約

四
分
の
一に
あ
た
る
二三
七
人
の
署
名

が
築
ま
っ
た
の
で
、四
月
二十
七
日
の

雄
訓
撒
蝦
全
学

の

木原正雄助教捜

 

噂ダ
方
、
♪
川
文
疹
教
授
(法
学
部)
本

原
正
雄
助
教
授
(経
掛
学
部〉
中
村
哲

助
手
(人
文
科
学
研
究
所
)
の一一代
表

が
車
京
へむ
け
出
発
、
国
会
法
にも
と

ず
い
て
衆
議
院
議
長
に
対
し
r式
に
請

願
再
を
手
渡
し
た
。
さ
ら
に
喚
京
で社

会
党
、
共
産
党
の
代
表
者
と会
い
、
京

大
教
疲
陣
の
、安
保
改
定
に
対
丁
る
恵

見
搾
辻
べ
た.
三
人
の
代
表
者
は
京
都

へ
帰
り
し
だ
い報
責
そ
の
他
の
集
会
を

開
く
こと
にな
って
い
る
。

こ
の
署
名運
動
の
発
起
人
は
次
の
通

り
。

1

4
が
署
名

大
枝
企賢

岡
部
利
艮

貝
橡
茂
樹

桑原
正
信

河
野
健
二

小
林
稔

重

沢僻
郎

四
手
井
綱
英

屍
恭
彦

園

原太
郎

立
川
又
彦

田
村
松
平

出

口
勇
威

西
山
卯
三

葛
地
伝
三
郎

再
軍
備
の
強
化
を
ま
ね
く

諸
願
書

(全
き

〔
下
、
国
会
に
わ
い
て
惰
議
さ
れて

い
る
新
安
保
築
約
は
、
現
σ安
保
条約

の
欠
陥
汀
足
臣
す
る
も
の
で
あ
る
と称

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
現
付
簑約

の
欠
陥
を
な
ん
ら
足
止
し
な
い
だ
けで

な
く
、
か
え
っ
て
少
な
く
と
も
、
今
後

十
一年
間
わ
が
国
に
お
け
る
米
"
基
地

吃
固
疋化
さ
せ
る
酷
果
と
な
り
、
基
地

撤
脆
の
傾
同
に
あ
る
最
近
の
国
際
情
勢

に
い
ち
じ
る
し
く
逆
行
す
る
も
の
と
思

[い
ま
す
。

私
た
ち
が
と
く
に
問
題
と
す
る
の

は、
新
条
約
は
現
行
条
約
の
単
な
る
改

定
に止
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
改
定
の
名

にお
い
て
新
ら
し
く
、
バ
ン
デ
ン
バ
ー

グ
決
議
方
式
に
従
う
相
向
援
助
条
約
へ

の司
換
え
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

点
であ
り
ま
す
。

新
条
約
の第
二
条
に
は
、
「締
結
国

は、
個
別
的
に
及
ひ
相
九
に
協
力
し

て、
藤
杭
的
か
つ効
果
的
な
口
助
及
ひ

測
」-援
助
によ
り
、
武
力
攻
撃
に
抵
軌

す
る・てれ
そ
れ
の
能
力
を
、
憲
法
上
の

規
足
に従
う
こ
と
庵
条
件
と
し
て
、
維

持
し発
展
さ
せ
る
」
と
あ
り
、
今
後
、

魯
軍備
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
必
至
で

心と
す
る
デ
モ
で
李
政
橿
が
た
お
れ

た。
そ
の
五
日
・削、
朝
鮮
か
ら
兵
役
を

'終
って
帰
途
の
米
国
の
学
生
が
京
大
新

聞
にと
つぜ
ん
あ
ち
わ
れ
た
▼
京
大

の
入試
は
む
ず
か
し
か
っ
た
が
、
ぼ
く

ら
の
英語
力
は
語
せ
る
よ
う
に
は
出
来

て
いな
い
。
お
か
げ
で
意
志
の
疎
通
に

は
大部
手
間
と
った
。
サ
ッ
と
握
手
し

て、如
オ
な
く
タ
バ
コ
をす
す
め
、み
ん

な
で屑
を組
ん
で
「モ
シ
モ
シカ
メ
ヨ」

の
歌
をう
た
った
り
す
る
あ
た
り
、
全

く
フ
ラ
ンク
な
態
度
の
連
縦
。
日
本
人

流
の
つま
ら
ぬ
遠
慮
な
ど
よ
う
し
ゃ
な

く
ふ
き
と
ん
だ
▼
「朝
鮮
で
の
大
統

領
選
挙
は
不正
の
運
続
だ
った
。
暴
動

訂
正

先
週
号
に
掲
戴
さ
れ
た
経
済

が
お
こ
つた
の
は
あ
た
り
ま
え
だ
」

学
部
同
駅
会
の配
事
の
中
、
発
会
式
の

「ダ
レ
スは
自
分
の
信
念
を
つ
ら
ぬ
く

日
時
を
五
月
二十
九
日
午
前
十
一時
と

え
ら
い男
だ
つた
」
「自
由
主
義
国
は

妥
協
を
や
め
て
自
ら
を
防衛
す
べ
き

訂
正
し
ま
す。

だ
」
ー

く
ちぐ
ち
に
好
き
か
って
な

ド

こ
と
を
し
や
べ
つ
たが
、
一貫
し
て
い

動

る
の
は
米
政
府
の
富
い分
と
全
く
同
じ

だ
と
い
う
点
だ
▼
む
ろん
コマ
ー
シ
ャ

ル
的
な
面
もあ
る
だろ
う
。
そ
れ
に
し

て
も
彼
ら
は
社
会
に対
す
る
批
判
よ
り

は
生
活
の
藁

に
つ
い
て、
よ
り
多
ぐ

を
語
る
。
ス
ポ
ー
ツ
、
セ
ック
ス
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
つ
い
て
▼今
ころ
、
こ
の

学
生
た
ち
け
う
ち
の
数
人
はア
メ
リ
カ

に
帰
って
い
る
だ
ろ
う
。
朝鮮
の学
生

た
ち
は
母
国
の
潟
新
の
た
め
に活
動
を

はじ
め
て
い
る
に
ち
が
い
な
い。
全
学

連
の国
会
テ
モ
.
京
大
の
時
計An前
集

あ
っ
て
、
こ
れ
は
憲
法
に
違反
し
、国

内
の
政
沿
・経
済
に
重
大
な影
響
を
も

た
ら
す
も
の
と
憂
慮
し
ます
。

ま
た
新
条
約
の
第
五
条
第
一項
に
は

「各
締
約
国
は
、
日
本
国
の施
政
の
下

に
あ
る
領
域
に
お
け
る、
い
ず
れ
か
一

方
に
対
す
る
武
力攻
撃が
、
自
国
の
平

和
及
ひ
安
全
を
危
うく
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め、
自
国
の
憲
法
上
の
規

定
及
び
予
続
に従
って
共
通
の
危
険
に

対
処
す
るよ
う
に行
動
す
る
こ
と
を
宣

言
す
る
」と
あり
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

日
米
相
互援
助
義務
が
定
め
ら
れ
、
日

本
は
新
た
に米
軍基
地
防
衛
の
義
務
を

負
う
こ
と
にな
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

米
国
は
米
棘
柑
互防
衛
条
約
、
米
華
相

互
防
衛
条
約
を
締
結
し
て
いま
す
の

で
、
幹
国
や
中
華
属国
の関
係
す
る
武

力
31
争
の
た
め
に
米
軍舷
地
が
攻
繋
さ

れ
る
よ
う
な
場
合
に日
本
が
米
車
と
と

も
に
車
↓
行
動
を
起
さ
ね
ばな
ら
な
い

動
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
のよ
う
に

日
本
の
安
全
と
閉
係
の
な
い
軍串
行
動

の
駿
務
を
新
ら
し
く
負
う
こ
と
は、
む

し
ろ
、
日
本
の
平
和
と
安
全
を
い
ち
じ
「

会・
・。

みん

な全
学
生
の
う
ち
の水るしく不安ならしめるものと考えます。山の一角にすきないが、日鮮米
を右にのぺました理由によつて、頂点とする細長い三角形は学生の私たちは、今国会が新条約を承訓轍識と活動の一断面を物藷のはしされないように請願いたします。ないだうつか。,
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人
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会
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物
語
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メ
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タ
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久
程
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)ま
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だ
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の
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思

想
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姻楽
の
肯
定
と
娯
楽
の
否
疋

南

博

大
衆
娯
楽
と
今
日
の
思
想
状況

松
下
圭
一

娯
楽
志
向
と
生
隅
様
式
の
変化

岡
部
慶
三

家
族観
の
変
容

神
島
二
郎

労
勧
観
・余
暇
観
の
変
化
と
社会
体
制
…
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田
中
清
助

大
衆
娯
楽
と
娯
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産
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意
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文
化疲
策
に
あ
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わ
れ
た
「余
暇
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滝
沢
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最近
の
大
衆
娯
楽
・余
暇
の研
究
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佐
藤

毅

新
聞
小説
に
あ
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わ
れ
た
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慧
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弘
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軸
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ヒ
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ロ
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た
ち(防
藤
忠
男
)
ス
素丁
ツ
の

大
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輿
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衣
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月
号

学
A
5
一二
〇
頁
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円
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学
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イ
ギ
リ
ス
にお
け
る
日
本
叉
学
研
興

外
国
文
学の
研
究
者
に
注
久
す
る

も
っ
と
反逆
者
で
あ
れ

魯
迅
の
旧
形式
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

尾
崎
秀
樹

日
本
ロ
マ
ン主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
瞼(下
〉…
・・辰
已
光
蹟

文
学
償
を
めぐ
る
膳
問
題
(下
〉

科

学

極
低
温
に
お
け
る物
性

電
解
質
水
溶
液の
構
造

瀬
沼
茂
樹

5

月

号

B
5

六
八
頁

矩
竺

O
O
円

高
温
高
圧
下
で
の鉱
物
の
合
成
装
置

昆
虫
界
に
お
ける
作
閑
物
質
1

電
話
交
換
技
術
の新
万
向

高
木
自
治
先
生
昂蔽
慕
し
て

菅
原

忠

夏
理
逗
郎

波
辺
武
男

プ
テ
ナ
ン
ト

喜
安
善
市

黒
田
成
勝

〈
話
麟
〉
ガ
ン
マ
線に
よ
る
相
対
論
の
実験
…
…
霜
田
光

一

く
講
座
V
闘
態
エレ
ク
ト
ロ
ニク
ス
ー
…
…
・・・…
高
橋
秀
俊

現
代
代数
学
の
形
成
W

弥
永
昌
吉

岩波 書店 の学術 雑誌

ヘ
ル
マ
ン
のケ
ス
ラ
　
そ
を
ヨ
　
　
ら
　
が
わ
　
お
ギョ
　
　
　
　アにロ

 

楽
し
い
ド
イ
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語

二
天
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環
良
祥

松
井
川

国
酒
浜

ド
イ
ツ
謂
の
変化
表
の
羅
列
を
見
て
う
んざ
り
し
な
い
で

本
当
に
楽
しく
ドイ
ツ
譜
が
お
ぼ
え
られ
る
本
で
す
。
こ

う
いう
ふ
う
に
やる
の
が
本
当
の
語
学
のお
ぼ
え
方
で
す

初
め
て
ぶ

ツ講
を
や
る
人
に
も
、
これ
か
ら
ド
イ
ツ
に

留
年し
よ
う
と
いう
人
に
も
是
非
よ
ん
で
い
た
だ
き
た
い

「蒐
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最高水準をゆく社会科学書!

明
治
的
思
想
家

宮
島

肇
著

像

の
研
究

■
西
田
哲
学
成
立
実
と
思
想
記方
法
論
の
問
題
翻

西
田
哲
学
の
思
想
体
系
の
全
観
を絶
対
主
義
日
本
の

諸
分
野
の
な
か
に
位
厘
づ
け
る労
作

予
六
〇
〇
円

イ
ギ
リ
ス
封
建

コ
スミ
ン
ス
キ
ー

奏

玄

電
訳

地
代
の
展
開

■
社
会
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
6
〈訳
訂
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■

絶
版
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惜
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ま
れ
て
い
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古
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ス
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展
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蘭薪鯵大郎常
(月8■9》昭和35蓮5月2臼

川1川1網111川.ll奪ll

学 園 評 論

1■1晦閲lll幽u川 電川Il

補
導
委
員
会
の
改
善
を

學
内
民
圭
化
と
安
保
闘
争

・

一

・

四
・
二六
安
保
改
定
阻
止
ムユ国
続
一

行
動
65、
二
十
力
人
の
大
衆
を動
員
し

て
各
地
に
強
力
な
デ
モ
ン
ス
ト
レー
シ

ョン
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
一応
の成
功
遊

お
さ
め
た
、
京
大
で
は
大
挙
側と
の話

し
合
い
が
決
裂
し
た
ま
ま
闘争
に突
入

す
}タ
ζい
う
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
屈
辱
的
な
安
保
条
約改
定
順
止
の

た
め
、
学
生
と
し
て
の使
命
を自
覚
し

た
千
ガ
百
人
の
学
反が
時計
台
前
を
う

ず
め
た
、
こ
れ
に
対
し
て大
学
側
は
、

「こ
の
集
会
は
不
法
集会
で
あ
る
か
ら

直
ち
に
解
散
す
る
よう
に」
と
い
う
立

て
鴇
板
を
た
て
て
学生
に対
し
た
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
レ
ッド
パ
t
ジ
闘

争
以
来
十
年
に
わ
た
って
、
京
大
生
の

自
治
、
営
論
、
思
想
の
〔
由
庁
抑さ
え

つづ
け
て
き
た
制
度
、
と
り
わ
け京
大

内
の
運
動
の
障
害
と
な
っ
てき
た告
小

第
九
甚パ
ス
トラ
イ
キ
禁
止
規
定
)が
、

四
。二
六
に
対
す
る
大
単
側
の惣
度
の

根
本
要
因
と
な
っ
て
い
る
こと
キ改
め

て
認
識
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い。
こ
の

非
民
主
的
な
侍
小第
九
号
が
、四
・二

六
闘
争
に
全
面
ス
ト
ラ
イ
キを
決
議
し

て
時
計
台
萌
築
会
の
中
心勢
力
と
な
っ

た
嵜
田
分
校
に
強
炉
的
に適
用
さ
31、

た
め
に
座
り
込
み
闘争
を行
な
って
ま

で
、
学
生
の
意
志
を
ア
ヅ
ピー
ル
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
たと
い
う
現
状
、

さ
ら
に
こ
の
際
学
生と
の交
渉
に
あ
た

っ
た
補
導
疑
員
の誠
意
のな
い
態
度
が

五
月
の
闘
争
を
目
前
に
し
て
、
い
っ

そ
ろ
に
強
η
に押
し
揮
めな
け
れ
は
な

ら
な
い
わ
れわ
れ
の
題
動
の
大
き
な
躍

害
と
な
る
こと
は
、
y
で
に
わ
孔
わ
れ

のよ
.、知
る
と
こ
ろ
で
あ
.り
わ
れ
わ

れ
は
四
月
の新
安
保
条
約
附
氏
闘
争
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
壁
健
と
な
る

単内
民
主
化
の
必
要
性
ぷ
改
め
て
強

.～感
し
た
.
・

二

・

四
月
二
十
乱日
に
まー-田
分
検
で
μ
か

れ
た
学
生
大
会
は
、
n
治
委
貴
会
執行

部
の
努
力
、
古
田
正
門
剛
の
座
り
込み

に
よ
る
ア
リ
ピ
ー
ル
に
も
か
か
わ
らす

ス
ト
ラ
イ
キ
決
議
ぞ
す
る以
上
、
学
生

大
会
は
開
催
さ
せ
な
いと
いう
一方
的

な
補
導
委
員
会
の通
達
の
下
で
開
催
さ

れ
た
、
理学
部
なと
で
は
、
学
生
大
会

が
何
ら
の
拘
束
匂う
け
ず
に
ノ〈ト
ラ
イ

出,討
畿
を
行
な
つた
と
い
う
点
か
ら
見

て
も
、
教養
部
補
趨
誓
員会
が
、
新
安

保
条
約改
定
阻
止
の
意
麟
兆
く
み
と
る

導
危
か
なく
、
不当
な
、
非
民
主
的
な

告
小第
九弓
夙入
上
段に
ふ
り
か
ざ
し

て
、何
が
何
で
も
規
則
は
規
則
と
し
て

卵、ら
せ
て嚇
せ
る
と
い
う
轡
度
耳
と
っ

た
こと
は
、
そ
の
誠
意
の
な
さ
と
文
部

冒
僚
主
義
ろ
暴
餌
し
た
も
の
と
い
え

る
.わ
れ
わ
れ
は
、
学
生
例
と
何
ら
の

話
し合
い
も
歯15し
に
、
一方
凶
に
規
則

オ
.わ40し
つけ
て
く
る
補
専
委
員
会
に
対

し
て
強
噺
い
き
と
お
り
を
慰
ず
る
と
共

に
、
補
導
委
員
会
沸
上
か
ら
の
一方
交

通
だ
け
で
な
し
に
、
学
生
側
と
の
話
し

合
い
の
場
π
もっ
て

単
生
の
煮
見
を

教
授
会
や
教
養
部
長
に
伝
・る
Oと
いう

パ
イ
プ
の
役
目
一'菓
す
こ
と要
撮
し
に

い
、

・

三
:
・

四
・二
」ハ時
-司
ムロ、削全
駈宇盤
王輿
会

は
、
大
学
側
の
態
度が
硬
化
し
た
た
め

非
合
法
輿
会
の
まま
開
催
さ
れ
た
。
し

か
し
、
時
断台
削集
会
を
非
合
法
と
y

る
大
学
側
の
卿
印
は
、
騨
管
の
ため
"

務
の
μ
事
が
停
滞
す
る
と
い
う
よ
う

な
、根
拠
の
な
い
、説
得催
のな
い
も
の

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れキ
聚
会
規

定
の
悪
用
で
あ
ると
す
る
以
外
に
き
葉

ぞ
知
う
な
い
.
京大
全
学
学
生
の
ア
リ

ピ
ー
ル
の
会拶
であ
る
以
上
、
京
大
の

錬
微
であ
り
、歴
史
的
な
会
場
で
あ
る

時
餅台
前
をえ
ら
ぶ
こ
と
は
当
然
で
あ

る
.
こ
のよ
う
な
根
拠
の
な
い
、
非
民

主的
な
琿
由
で
、
日
本
の
危
機
浄
憂
う

学生
の自
由
意
志
発
現
の
雛
い
場
そ
、

一力
的
に否
認
y
る
大
学
側
の
態
度
に

対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
強
く
抗
議
y
る

も
の
で
あ
る
、

学
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
票
止
丁
'Q勧

示
第
几号
に
対
し
て
、
京
大
教授
の中

に
は
、
こ
れ
が
非
民
主
的
な規
定
で
あ

る
こ
と
を
側
人
的
に
認
の
る教
授
も
あ

る
.
借示
第
九
号
は
認
め
な
い
が
そ

れ
が
現
実
に存
在
し
て
いる
以
上
、
従

う
以
外
に
し
よ
う
がな
いと
い
う
考
え

が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
の
よ
う
な
事
大
主
襲
を
廃
し
て

、
告
払
第
九
号
撤
廃
の
方
向
に、
各
教

援
か
個
人
的
に
行
動
す
る
こと
を
望
み

た
い
。

・

四

・・

大
学
側
の
非
民
主
的
な
態度
に
もか

か
わ
ら
ず
、
時
計
台
、剛
集会
は全
学
生

の
意
志
で
成
功
壱
おさ
め
た。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
非
民
主的
な
圧
迫
が
学
生

に
加
π
ら
れ
、
正
当
な学
生
の
同治
が

望
め
な
いと
いう
状態
が
存
続
す
る
の

は
、
告
小第
九号
を賢
頭
と
し
て
学
生

の
自治
、雷
諭
、思
想
の
自
由
を
侵
害

す
る
制
度
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

わ
れわ
れ
は
、
新
安
保
条
約
改
定
阻
止

闘
争
が
今
ま
で
に
な
い
盛
り
上
り
串
見

せ
て
い
る
現
在
、
将
来
の
活
動
の
た
め

て
い
る
学
内
民
主化
に
の
先
が
け
と
し

て
、
声
を
大
に
し
て
借
小第
九
号
の
撤

彫
、
学
内
桀
会
規
定
、
学
内
掲
示
規
定

の
改
留
を
叫
び
た
い
。

さ
い
き
ん
、
労
億
這嚇
は危
嶺
に
た
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
いる
が
、
わ
れ
わ

れ
の
隈
の
ま
え
で
は
、
い
った
い
ど
ん

な
ζ
と承
お
き
て
いる
か
。
東
風
が
西

風
を
圧
倒
し
て
い
る
国
際
的
な
惰
勢

は
別
と
し
て
も
、国
内
的
な
驚
勢
も
、

わ
れ
わ
れ
に
はけ
っし
て
不
利
で
は
な

か
つ
た
。
ζと
し
の
癖畢
闘
争
は
政
治

闘
9
と経
済
闘
争
が
、
い
や
お
う
な
し

に結
合
す
る
情
勢
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
政
治
闘
争
と
経
済
闘争

は畝
識
的
に
き
り
は
な
さ
れ
た
。

安
保
闘
勢
形
骸
化
の
策
動
は
一一
・

二
七
闘
争
い
ら
い
、
し
だ
い
に
ロ
コツ

に
な
っ
て
き
て
い
る
、
覆
闘
舶
を
大

衆
行
動
で
闘
い
ぬ
こ
う
と
し
てい
る
組

織
は
全
学
連
「だ
け」
だが
、
社
・共

両
党
も
、
縁
評
も
必死
に
な
って
、
大

衆
行
動
琶
や
め
る
よう
に
「ζ
つか
っ

」
し
っ
づ
け
て
い
る。
ζ
の
全
学
連
攻

勢
の
「続
一戦
線
」
に
は
、
つ
い
に
密

視
庁
ま
で
くわ
わ
り諮
告
書
を
お
く
っ

、
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輔

た
。そ
れ
で
は
経
済
鷲
争
は
ど
つか
。
総

評
は
賃
あ
げ
闘
争
あ濃
砥
賃
金
鮒
闘

争
、
そ
の
他
の
闘単
を
パラ
パ
う
に
き

り
は
な
し
た
だ
け
でな
く
、
響
季
麗
争

を
ど
こ
か
に
蕨
り
だし
てし
ま
つ
た
。

残
つ
た闘
争
は
三池
労
維
の
茸
き
り
反
・

対
隣争
だけ
だが
、
穀
人
事
件
が
お
き

て
も
、
武装
擶
郷の
流
凪
の
弾
圧
が
、

ま
い
にち
縫
い
ても
ス
ト
ラ
イ
キ
ひ
ξ

つ組
織
す
る
こ
と
の
で
壼
な
い
状
態
購

つづ
い
て
い
る
。

臨
朝
蝉
で
は
高
校
の
生
旋
の
火
ぶ
た

を
き
つた
反
墜
肘デ
モ
は
、
つ
い
に蜂

起
に
ま
で
発
展
し
た
。
モ
ス
ク
ワ放
送

の
つ
た
え
る
と
ζ
う
に
よ
れ
は、
蜂
起

し
た
人
民
は
、
敵
の
武
器
を
う
は
い武

装
し
て
い
る
と
いう
。
批
准
を
いそ

い
で
い
る
岸
政
府
は
、
日
醜
会談
の成

羅
欝難
欝
饗

て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う。
こ
の
切

ふ
んま
ん
の
激
し
さ
に
も
か
か
わ
ら
;
Lも
ち
つ
言

て
い
る
の
は
、
だ
れ
か
・ヤ
であ
つた
。
藤
林
め
つ
せ
ん
案
は
、

ず
、
か
れ
ら
は
。
茜

禽

身
の
指
漣

に
麦

b
輩
」い
き

、」を
別
と
す
れ

そ
鷲
労
僧

台
の
茜
李

ー
ゼ
と
し

響

つ
く
り
え
な
い
で
い
る
。
箕

両
廷

そ
のた
め
で
あ
る
、
畿

の
歪

て甕

化
し
竃

の
で
あ
る
・
と
め
と

臆

縦
鱒

盤

錘

は
,、。、に
一φ
『

のな
い後
盤
等

てこ
か
・
は
し
ま
つ

撫
難
蹴
灘
購

安
保
路
線
上
の
労
働
運
動

,

低
姿
勢
は
自
滅
へ
の
道

曾

,

.
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銘
}誓
てう
し
で
、
し
ず
ま
り
か
え
つ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
労
働
者
の
な
か
の
戦
闘
的
な
部
分

は
、
こ
う
し
た
一連
の
退
刻
に
た
い
し

て
激
し
い
い
き
ど
お
り
を
も
や
し
て
い

る
。
こ
の
危
機
は
、
社
共
両
覚
罠
社

党
は
問
題
外
で
あ
る
V
、
総
群
の
とめ

ど
も
な
い
退
却
に
よ
っ
て
ζ
く
り
だ
さ

{れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、大
衆
の

幽
は
日
米
共
同
声
明
の
な
か
に
は
っ
き

り
でて
い
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
新

軍那
同
盟
を
む
す
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
を
原
子
戦
争
の
基
地
に
し
た
て
あ

げ
、
日
本
を
破
滅
的
な
戦
箏
へ
の
潮
に

ひき
す
り
こ
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本

の
支
配
層
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
者
と

結
び
つ
き
、
そ
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割

を
は
兀し
な
が
ら
、
日
本
を
帝
国
主
漉

国
と
し
て
復
活
さ
せ
、
東
西
ア
ジ
ア
諸

国
に
た
い
す
る
新
型
の植
民
地
主
義的

侵
略
に
ふ
み
き
ろ
う
と
し
た
ので
あ

る
.し
か
し
、
こ
の新
路
線
の
準
捕
作
業

は
、
岸
政栂
成
立
以
前
に
は
じ
ま
って

い
た
。そ
れ
は
右
四
年
い
ら
い
の
生
産

性向
上
運
動
で
あ
る
。
生
産
性
向
上
返

の
軍$
的
な
再
編
成
を
直
鉄
の
任
滴
と

す
るも
の
で
あ
る
.
そ
れ
は
ま
た
労
働

組合
を
て
2
、い
的
に
弱
体
化
す
る
政

策
を発
全
に
お
り
こ
ん
だ
も
の
で
も
あ

っ
た。
杜
共
両
党
も
、
総
評
も
、
口
の

さ
き
で
は
た
し
か
に
生
産
性
向
上
遭
動

に反
対
し
た
が
、
実
践
の
う
え
で
は
、

完
全
に
そ
れ
に
の
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

作
藁
が
あ
る
段
階
に
た
っ
し
た
と
き
に

岸
政
権
が
成
立
し
、
新
軍
事
岡
盟
結
成

に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。

日
米
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
ると
、

か
ん
は
つ
を
い
れ
ず
国
鉄
労
働組
合
は

畏
期
低
姿
勢
齢
を
と
な
え
た
。
これ
は

の
べ
つ
ま
く
な
し
の
退
却
であ
り
、
労

働
組
合
を
岸
体
制
を
ささ
え
る
道
貝
に

つ
く
り
か
え
る
た
め
の思
想
的
カ
ン
パ

え
て
、
五
日
め
に
、
労
働者
同
憲
会
の

名
で
日
本
的
組舎
主
膜な
る
新
テ
ー
ゼ

騨
し
い
続
訂
を
採
つ
た
わ
け
で

は
な
く
極
く
大
ざ
っ
は
な
感
し
で

あ
る
が
、
今
度
の
敷
学
の
成
績
は

か
な
り
で
き
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
多
分
自
信
の
あ
る
人
が
受

験
し
た
の
だ
ろ
う
.
し
か
し
幾
何

を
選
ん
た
人
々
の
中
に
は
二
科
目

に
わ
た
っ
て
、
非
常
に
成
績が
悪

く
、
本
気
で
受
験
し
て
い
る
のか

と
疑
い
た
いよ
う
な
の
も
あ
ッ

た
。例
年
の
こ
と
な
が
う問
題
は
と

っ
び
な
工失
は必
要
と
し
な
い
よ

う
、
地
遭
な学
習と
理
解
が
で
き

て
お
れ
は
手が
つか
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
いよ
う
に作
ら
れ
て
い

る
。
勿論
気の
き
い
た
方
法
で
ゃ

る
と
かな
り簡
単
に
解
け
る
問
題

も
あ
る
が、
そ
の
よ
う
な
技
巧
を

要
求
し
て
いる
わ
け
で
は
な
く

欝
通
の
方法
で
押
し
て
行
け
は
よ

い
。採
点
者
の
関
心
は
解
答
者
が

ど
れ
だ
けよ
く
理
解
し
て
答
え
て

を
発
衰
し
、
政
治
岡
争
放
衆
を
宣醤
し

た
が
、
そ
れ
は
日
米
共岡
声
明
の
発
表

と
同
時
に
長
捌
低姿
勢
論
を
主
眼し
た

の
と
同
し
であ
る
、

し
か
し
、
こう
し
た
い
つ
さ
い
の
動

き
の
本寅
を
、大
衆
は
い
つ
ま
で
も
見

ぬき
えな
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
で
も
部
分
的
で

は
あ
る
が
、
戦
闘
的
な
労
働
者
は
、
し

だ
い
に
結
築
し
は
じ
め
て
い
る
し
、
そ

の
な
か
で
「指
導
の
骨
格
」
が
青
ち
は

じ
め
て
い
る
.
歴
史
を
つ
く
り
だす
も

の
は
、
こ
の
報
£
で
あ
る。

必
要
漆
,瞼
争
の
持
続

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
塾
ミ
ミ
ミ

し
か
し
、そ
れ
が
ま
に
あ
わ
な
い
こ

と
も
あ
りう
る
ので
あ
る
。
と
く
に
現

在
のよ
う
にと
めど
も
な
く
つ
づ
く
退

却
のな
か
で
は
、
そ
の
き
ぐ
が
大
き

い。
そ
のと
き
に
は
ど
う
な
る
か
。
安

保
批
薩
と
同
時
に
攻
撃
の
速
度
は
異
常

な
ほど
は
や
く
な
る
だ
ろ
う
。
憲
法
改

懇
と
驚
職
法
改
悪が
す
ぐ
や
っ
て
く

る
。
な
ぜ
な
れ
は
、
そ
れ
は
安
保新
条

約
と
不
可
分
の
も
の
だ
か
ら
。さ
ら
に

機
密
保
護
法
と
防
藻
法
が
で
てく
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
死
刑
法
であ
る
。
そ
し

て
や
が
て
は
労働
法
が
改
患さ
れ
、
労

働
組
合
は
事
実
上
、
ま
っさ
つ
さ
れ

る
。
そ
の
とき
に
は
、
日
本
は
ふ
た
た

び
暗
黒
の時
代
と
な
る
だ
ろ
う
。
わ
れ

わ
れ
は
い
そ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、闘
いを
や
め
て
は
な
ら
な
い
。
し

か
も
、そ
の
闘
い
を
と
お
し
て
「日
本

の
悲
劇
」
を
ふ
た
た
び
つ
く
つ
だ
そ
う

と
し
て
い
る
も
の
を

い
っ
さ
い
の機

関
か
ら
追
奴
し
な
け
れ
はな
らな
い
、

そ
の
た
め
に
は
大
衆自
身
の闘
争
の
組

織
が
考
え
ら
れ
な
け
れは
な
ら
な
い
。

き
い確
那
オ出
し
て
平
気
で
い
る

の
は
・ハ本
指
の手
を
か
い
て
平
然

と
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か

ら
.
こ
こで
州の
働
か
し
方
の
慎

蟹さ
搾見
る
、

今
年
の
問
馴
に
つ
い
て
い
え
は

線
分
A
B
が
そ
の
岡
端
を
X
Y
軸

いる
か
に
あ
る
。
そ
の
点
を
見
る

上
にも
って
、
長
さ
を
一定
に
し

ため
に
い
つ
も
吟
昧
を
要
す
る
闘

な
が
ら
動
く
問
題
で
、
A
の
励
く

題
が
あ
る
が
、
こ
の
溝
を
越
す
た

距
離
と
B
の
動
く
距
離
が
等
し
い

め
に
は
徒
ら
に
沢
山
な
問
題
に
当

と
思
い
こ
ん
で
解
い
て
い
た
人
が

って
勉
強
す
る
よ
り
も
、
一つ
一
い
た
が
こ
れ
も
早
合
貞
だ
、
正
三

うそ
慎
重
に
解
く
習
慣
そ
つ
け
る

角
形
の
廻
転
の
問
題
で
は
、
合
同

方
が
効
果
的
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
数

の
議
明
に
困
っ
た
人
が
い
た
。
図

年
削の
こ
と
で
あ
る
が
、
硝
率
を

の
上
で
は
あ
ま
り
に
明
か
に
見
え

求
め
る
問
題
で

た
と
え
は
正
解

る
の
で
か
え
っ
て
扱
い
に
苫
し
か

は
　
コ　
で
あ

った
の
だ
ろ
う
り
お
　
な
　
　
で

を

る
も
の
を
単な

も
整
然
と
推
翠

た
ど
'Qこ
と
が

灘
羅

強
躰
誕
蕊

鑓
藷
概
鄭
グ

慎

の
減
点
で
あ

て
時
間
がな
か
っ
た
の、かも
し
れ

る
、
一よ
め
大

な
いが
、
で
きが
野
く
少
し
形
が

変
っ
て
いる
ので
頭
か
ら
投
げ
た

の
で
はな
い
か
と
思
わ
れ
る
、
し

かし
一次
力
程
式
、
等
差
級
取
の

公
式
な
と
を
絹
合
せ
れ
は
よ
い
は

.

ず
で
、
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
幕
本

的
な
卸
騨
が
『
ま
し
い
.

全
囚
的
な
工
場
代
表
者
会議
は
、
そ
の

一π
務
キ
は
た
す
た
め
の
基本
的
な
も
の

㌍
藷
ド趣
藏
耀
騰
蛙

(京
大
数
学
採
点
教
官
の
琶

.

く
べき
で
あ
る
.
実
践
を
ぬ
き
=
して

未
来
を
か
た
る
く
と
は
で
き
な
い。

(労
働
聞題
研
究
蒙
)

～

零
～

'
i垂

114■■1-
1墨1

映画評:「大人は判ってくれない」

少年 の不 幸 、を冷 酷に描 く
フラ ンヌ映 国 ・監督 フ,ン ソ ワ ・ ト リユ7ご 一

坂
近
の
フ
ラ
ン

ス
映
面
に
メ
ー

ベ
ル
・バ
ー
ク

薪
し
い
波
)

と
称
せ
ら
れ
る

新
し
い
煩
向
の

映
画
が
出
て
き

て
い
る
が
、
こ

の
映
画
㌻
ての

一つ
。
「いと

こ
同
志
」
「勝

手
に
し
や
が

れ
」な
ど
と
同

じ
く新
人
鑑
麟

によ
る
も
の
で

二+
八
才
の
映

画
記
者
フ
ラ
ンソ
リ
●ト
リ
ュフ
ォ
ー

の
監
醤作
品
。

☆
フラ
ン
ス映
画
界
で
も
琴
ら
つ
な
批

評
家
と
し
て
名
呂
と
ど
ろ
かせ
て
い
た

ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
が自
分
の少
年
時
代
を

矧
み
て
そ
01
体
験
を
、
主
頂
の
少
年

(ジ
ャ
ン
・
ピ
エー
ル
・レ
オ
ー
)
に

再
現
せ
しめ
、
少
年
の
夢
と
反
抗
窟
識

を
さ
ま
ざ
よな
形
で
抽
い
て
い
る
と
い
一

わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て、
不
垂な
道
を
歩

む
少
年
の
本
当の
姿
を輿
に
リ
ァ
ル
に

[か
つ
誠
実
に追
っ
てい
る
、

☆
共
か
せぎ
の両
親
の
も
と
で
、
親
の

愛
情
を知
ら
す
に
胃
った
十
二
才
の
少

年が
覇
に
も
先
生
か
ら
も
見
趣
」ら
れ

て、
学
校
へ行
か
す
蟹
出
す
る
。
そ
し

て父
の会
社
か
ら
タ
イ
プ
を
盗
み
、
少

年艦
別
所
へ速
ら
れ
る
と
い
う
不
幸
な

物
謝
で
は
あ
る
が
、
カ
メ
ラ
は
何
の
跨

張
も
な
し
に
自由
に
そ
し
て
単
純
に

少
年
を
追
っ
て
ゆ
く
。
一見
、
冷
酷な

捕
き
方
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
見
る
者
の

心
を
強
く
お
つ
。
そ
し
て
ト
リ
ェ
フオ

ー
の
意
図
に
共
感
を
お
ぽ
る
の
は彼
が

わ
れ
わ
れ
と
同
じ
年
代
に生
きる
若
者

で
あ
る
か
ら
た
う
つ
。
フラ
ン
スと
日

本
で
は
社
会
的
塩
境
の
相違
も
あ
ろ
う

ノ

が
、
少
年
を
と
り
ま
く環
境
・親
・先

生
・警
察
が
あ
まり
にも
冷
淡
に
揃
か

れ
て
いる
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
少

年
を
救
お
う
とす
る
気
配
が
見
ら
れ
な

い
の
に
少
し
不満
を
感
ず
る
の
で
あ
る

☆
こ
の映
画
篭
見
て
、
社
会
的
な
問
題

とし
て
感
ず
る
よ
り
、
周
囲
の
冷
酷
さ

にと
こ
と
ん
ま
で
逼
い
つ
め
ら
れ
、
そ

れ
に
反
抗
し
て
ゆ
く
少
年
の
非
力
さ
に

同
悩
し
.負
け
る
な
/
や
つ
ち
ま
え"

と
い
一つ気
竹
が
生
す
る
の
は
、少
年の

心
翔
4
め
み
に
つ
か
ん
で
い
るト
リ
ュ

フ
ォ
ー
の
漬
出
と
少
年
の
鼠技
が
わ
れ

わ
れ
の
要
求
し
て
い
るも
の
に類
し
て

い
る
瀞
ら
た
う
りか
.
(+
一日
か
ら

ず
劇
でヒ
映
)
(康
)クラ膨

シヤケ

/

サン トリー姉 妹品

2

ス
ピ
ー
カ
ー

譜
ア
ヲ
噸
ワ
ス
U
"

・
画
面
の
明
る
さ
と
調
子
を
い
つ
も
見

や
す
く
自
動
調
整
す
る
A
3
C
装
観

つ
き
、
す
ば
ら
し
い
音
を
い
か
し
て

レ
コ
ー
ド
も
楽
し
め
る
、
い
ち
ば
ん

新
し
い
テ
レ
ビ
で
す
.
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